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講
義
録
・
教
科
書
と
出
版

　

今
日
、
学
校
で
教
科
書
が
使
用
さ
れ
る
の
は
ご
く
普
通
の
こ
と

で
あ
る
が
、
創
立
時
の
英
吉
利
法
律
学
校
で
は
教
科
書
が
な
か
っ

た
。

　

と
い
っ
て
も
、
一
八
八
五
（
明
治
十
八
）
年
七
月
の
同
校
「
設

置
願
」
に
よ
れ
ば
、「
教
科
用
図
書
ハ
講
義
ヲ
筆
記
セ
シ
メ
時
々

之
ヲ
刊
行
シ
遂
ニ
全
備
ノ
モ
ノ
ヲ
出
版
ス
ル
ニ
至
ル
ヲ
期
ス
ル
ヲ

以
テ
最
初
ニ
ハ
無
之
」
と
い
う
よ
う
に
、
と
り
あ
え
ず
教
科
書
は

な
い
が
、
ま
ず
講
義
を
筆
記
・
印
刷
し
た
「
講
義
録
」
を
出
版

し
、
そ
の
ま
と
ま
っ
た
も
の
を
教
科
書
と
し
よ
う
と
い
う
方
針
で

あ
っ
た
。

　

講
義
録
は
各
講
師
の
講
義
を
分
載
・
合
冊
し
た
定
期
刊
行
物
と

し
て
ま
ず
発
行
さ
れ
た
。
講
義
が
完
結
す
る
と
ま
と
め
ら
れ
、
一

冊
で
製
本
さ
れ
る
か
、
他
の
講
義
と
合
冊
さ
れ
る
か
し
て
製
本
さ

れ
る
。

　

神
田
区
錦
町
に
あ
っ
た
英
吉
利
法
律
学
校
の
ほ
ど
近
く
、
同
区

表
神
保
町
に
あ
っ
た
錦
水
堂
は
、
八
六
年
に
は
「
英
吉
利
法
律
学

校
教
課
書
発
売
所
」
を
名
乗
っ
て
い
る
法
律
書
専
門
書
店
で
あ
っ

た
が
、
こ
の
錦
水
堂
な
ど
で
完
結
し
た
講
義
録
が
製
本
・
頒
布
さ

れ
た
ら
し
い
。
実
は
錦
水
堂
は
創
立
者
の
一
人
で
英
吉
利
法
律

学
校
幹
事
で
あ
っ
た
渡
辺
安
積
の
起
こ
し
た
書
店
で
あ
る
。
渡
辺

は
、
当
時
最
も
同
校
の
講
義
録
や
原
書
な
ど
の
教
科
書
確
保
に
意

を
用
い
た
一
人
で
あ
る
。
渡
辺
が
八
六
年
に
行
っ
た
「
法
理
学
」

の
講
義
は
彼
の
死
に
よ
り
未
完
に
終
わ
っ
た
が
、
彼
の
主
宰
す
る

『
万
国
法
律
週
報
』
に
よ
れ
ば
、「
ホ
ル
ラ
ン
ド
氏
ノ
法
理
学
ノ
書

ニ
拠
リ
法
理
ノ
大
要
ヲ
講
述
」
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
っ
た
。

　

講
義
内
容
は
さ
て
お
き
、
関
直
彦
が
前
年
行
っ
た
講
義
の
依
拠

し
た
オ
ー
ス
チ
ン
法
理
学
と
今
年
度
の
法
理
学
講
義
の
関
係
に
触

れ
、
あ
る
い
は
ま
た
、
江
木
衷
が
警
視
庁
で
講
述
し
た
『
法
理
学

講
義
』
を
参
考
書
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。『
オ
ー

ス
チ
ン
氏
法
理
学
』
は
錦
水
堂
、
江
木
の
も
の
は
博
聞
社
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

　

錦
水
堂
の
前
者
の
広
告
で
は
、
同
書
が
「
今
般
英
吉
利
法
律
学
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英
吉
利
法
律
学
校
の
教
科
書
出
版

校
及
ビ
東
京
専
門
学
校
ノ
法
理
学
教
科
書
ト
定
メ
ラ
レ
タ
レ
バ
」

云
々
と
見
え
、
本
校
の
講
義
録
が
東
京
専
門
学
校
（
現
早
稲
田
大

学
）
の
教
科
書
に
も
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
知
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
講
義
録
以
外
で
教
科
書
が
切
実
な
問
題
と
な
っ
た
の

は
、
八
六
年
に
第
二
科（
原
書
科
）を
設
置
し
た
際
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
原
書
科
は
文
字
通
り
原
書
（
英
文
法
律
書
）
で
講
義
を
進
め

る
こ
と
を
原
則
と
し
た
学
科
で
あ
る
が
、
教
科
書
と
な
る
べ
き
原

書
は
、
学
生
は
も
ち
ろ
ん
学
校
も
容
易
に
入
手
で
き
る
状
況
に
は

な
か
っ
た
。

　

八
七
年
三
月
の
英
吉
利
法
律
学
校
規
則
を
見
る
と
、
第
二
科
教

科
書
貸
与
規
則
が
規
定
さ
れ
、
学
生
は
同
校
所
蔵
の
原
書
を
借
り

て
教
室
に
携
帯
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
。
む
ろ
ん
、
授
業
終
了
後

は
返
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、「
第
二
科
ノ
教
科
書
ハ

本
校
蓄
蔵
ノ
多
寡
ニ
依
リ
自
宅
ニ
携
帯
ス
ル
コ
ト
ヲ
許
ス
事
ア
ル

可
シ
」
と
さ
れ
、
自
宅
へ
の
借
り
出
し
も
可
能
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
そ
の
場
合
、「
相
当
ノ
保
証
金
ヲ
差
出
サ
」
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
原
書
不
足
の
状
況
に
対
応
し
た
の
が

英
吉
利
法
律
学
校
の
原
書
出
版
事
業
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も
、
一
挙

に
全
冊
を
翻
刻
し
刊
行
す
る
の
で
は
な
く
、
毎
月
三
回
の
逐
次
刊

行
で
講
義
録
と
同
様
に
数
種
の
英
文
法
律
書
や
注
解
の
分
載
・
合

冊
形
式
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

　

こ
う
見
て
く
る
と
、
急
速
に
規
模
を
大
き
く
し
て
い
っ
た
英
吉

利
法
律
学
校
は
、
種
々
の
英
法
解
説
書
や
英
文
法
律
書
な
ど
の
教

科
書
が
決
定
的
に
不
足
す
る
状
況
の
中
で
、
講
義
録
や
原
書
の
出

版
に
取
り
組
み
、
状
況
を
改
善
し
て
い
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

ま
た
こ
の
こ
と
が
、
反
面
で
は
英
吉
利
法
律
学
校
の
設
置
目
的
の

一
つ
で
あ
っ
た「
法
律
書
庫
の
充
実
」に
繋
が
る
原
動
力
と
も
な
っ

た
と
い
え
よ
う
。

錦水堂の出版広告


